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木津

機械式から電気式へ、SPレコードはLPレコードに淘汰され、アナ

ログは瞬く間にデジタルに取って代わられました。便利であるこ

とと、音が良いこととは別の次元であると、非力な蓄音機が訴え

ています。全く電気を使わないぜんまい式蓄音機と、真空管を

使用した電気蓄音機が奏でるジャズ・シャンソン・歌謡曲・・・「驚

き」と「感動」と「癒し」のひと時をお過ごし下さい。

鴻池新田会所国史跡
重要文化財

平成20年春･夏の催し

お問い合先 鴻池新田会所  〒578-0974 東大阪市鴻池元町2-30 

TEL 06 (6745) 6409    FAX 06 (6744) 7498     
http://www.bunkazaishisetsu.or.jp
入館料(大人300円、小・中学生200円)。
開館時間は午前10時から午後4時。祝日をのぞく毎土曜日午前は小･中学生

と高校生は無料。20名様以上の団体で、お一人あたり50円の割引。休館日

は月曜日、祝日の翌日（土･日曜をのぞく)。

6月8日(日)
深野池跡新田の近代
  井上伸一 (新田会所学芸員)
6月15日(日)
江戸時代の河内農村
  常松隆嗣氏　(関西大学講師)
各日とも　13時30分～15時 居宅

定員30名(当日先着順、参加費無料、

ただし新田会所への入館料が必要です。)

史跡ハイキング

蓄音機コンサート
第1部 11:00～12:00 昭和の日本の音楽
第2部 13:00～14:00 ポップス、シャンソン他
第3部 15:00～16:00 ジャズ
各部約10曲の構成で、リクエストにもお応えい
たします。各部定員50名
(当日先着順)。飲み物は
水筒、ペットボトルなどで
持込みできます。禁煙。 企画展

明治から昭和初期の資料によると、小作料の減額をめぐって

村人と地主の間には毎年のように激しい衝突がありました。こ

の騒動には周辺の村人も加わり、新田会所のみならず今橋

の鴻池本邸に押しかけたようです。新聞記事・証文（複製）・

裁判所公示板など約25点を展示し当時を振り返ります。

歴史講座

5月3日(土)
5月11日(日)乾蔵野点 庭園と座敷でお茶をどうぞ。先着120名様、茶券　300円

鴻池の村騒動

司会･解説: 蓄音機隊 松井 久氏 

5月25日(日) 9時～15時30分参加
石切辻子谷の水車跡と
日下･善根寺の旧跡めぐり

江戸時代の小作･地主関係、近代の地主経営の解体過程
などを話題にいたします。

辻子谷の水車跡や石仏、日下の大龍寺、旧川澄家

住宅(上田秋成旧跡)の解体修理現場見学、日下

貝塚周辺、大阪城残念石や善根寺足立家墓地など、

約7.5kmのコース。坂道が多いのでご注意ください。

近鉄奈良線石切駅集合、善根寺町現地解散。

定員20名(申込先着順、参加費無料)　

5月1日(火)10時より電話とインターネット

で受付。定員になりしだい締め切りいたし

ます。

お手前は東大阪市茶花道協会

本屋座敷

1929年頃のイギリス・グラモフォン社、ポータブル102

写真は年貢米の検査で会所に集まった小作農民たち。

辻子谷の復元水車。

5月24日(土)～6月22日(日)
コロンビア製の電気蓄音機


